Pioneer sound, vision, soul 


インテグレーテッドアンプ 

A-A6 


お;：インターネットによるお客様登録のお願い 


http://pioneer.jp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、まことにありがとラございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 
上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせ 
などをお届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったとさのよくある質問や 
各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に 
立てるサービスの提供を目的としたページです。 


取扱説明書 



準備ずる 接続 各部のなまえ 操作のしかた その他 












まを上のごま意 


•ま全にお使いいただくために、おずお守りください。 

•ご使用の前にこの r 安全上のごミ主意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま 
全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ 
のを害や財産への損害を未然に防止ずるために、 
いろいろな給表示をしています。その表示と意味 
は次のようになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、 
人が死 t または重傷を負ラ可能性び想定される 
内容をおしていまず。 

A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り巧いをすると、 
人が損喜を負ラ可能性が想定される内容および 
物の損喜のみの発生が想定される内容を示して 
います。 


給表示の例 

A A 記号はミち意(警告をきむ）しなけれ 
ばな5ない内容であることを示してい 
まず。 

図の中に具体的なを意内容(左図の場ち 
は感電ま意)が描かれています。 

Q 記号は禁止（やってはいけないこ 
と）を示していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(を図 
の場ちは分解禁止)が描かれていまず。 

• 記号は行動を強制したり指示ずる 
内容をおしていまず。 

図の中に具体的な指示内容(を図の場ち 
は電源プラグをコンセントか6巧け)が 
描かれていまず。 



A 警告 


異常時の処置 


設置 


處 


万一煙び出ている、変なにおいや音 
がするなどの異常が態のまま使用す 
ると火が-感電の原因となります。 
ずぐに機器本体の電源スイッチを切 
り、必ず電源プラグをコンセントか 
ら撮いてください。煙が出なくなる 
のを確認して販売店に修理をご依頼 
ください。お客様による修理は危険 
ですから絶対おやめ < ださい。 




万一内部に水や異物等び入った場合 
は、まず機器本体の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから旅い 
て販売店にご連絡<ださい。そのまま 
使巧すると火が-感電の原因となりま 
す。 


這 


万一本機を落としたり、カバーを破損 
した場合は、機器本体の電源スイッチ 
を切り、電源プラグをコンセントから 
抜いて販売店にご連絡ください。その 
まま使用すると火が-感電の原因とな 


运 


• 電源プラグの刃および刃の付近にほこ 
りや金属物び付着している場含は、電 
源プラグを掠いてから乾いた巧で取り 
除いて<ださい。そのまま使巧すると 
乂災 • 感電の原因となります。 


0 


電源 コー ドの上に重し)物をのせたり、 
コー ドび本機の下敷をにならないよラ 
にしてください。また、電源コードび 
引っ張られないよラにしてください。 
コー ドび傷ついて、火が-感電の原因 
となりまず。コードの上を敷物などで 
覆ラことにより、それに気付かず、重 
い物をのせてしまラことびあります。 


0 


♦ 放熱をよ < するため他の機器、壁等か 
ら間隔をとり、またラックに入れる時 
はすさ間をあけてください。また、な 
のよラな使い方で通風孔をふさびない 
でください。内部に熱びこちり、火が 
の原因となることびあります。 

一あおむけや横倒し、逆さまにする。 


ります。 
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一押し入れなど、風通しの悪い狭いとこ 
ろに巧し込む。 

-•■じゅラたんやふとんの上に置く。 

-►テープルク□スなどをかける。 











Q 


着脱式の電源コード(インレツトタイ 
プ)が付属している場合のごま意： 

付属の電源 コー ドはこの機器のみで使 
用することを目的とした専用部品で 
す。他の電気製品ではご使巧になれま 
せん。他の電気製品で使用した場合、 
発熱により火災•感電の原因となるこ 
とびあります。また電源 コー ドは本製 
品に付属のをの！; m は使用しないで< 
ださい。他の電源コードを使巧した場 
合、この磯器の本来の性能び出ないこ 
とや、電流容量不足による発熱から乂 
災-感電の原因となることびありま 
す。 


使用援境 



この機器に水び入ったり、めらさない 
よラにご注意ください。火が-感電の 
原因となります。雨天、降雪中、海 
岸、水辺での使用は特にご注意くださ 
し、。 



風呂場、シャワー室等では使用しない 
でください。火災-感電の原因となり 
ます。 


Q 


表示された電源電圧(交流10日ボルト 
已〇 Hz/60 Hz) じ(外の電圧で使用し 
ないでください。火災-感電の原因と 
なじます。 


使用方法 



本機の上に花びん、植木鉢、コッス 
化粧品、薬品や水などの入った容器ま 
たはかさな金属物をおかないで<ださ 
い。こぼれたり、中に入った堤合、火 
災•感電の原因となります。 



姑れた手で(電源)プラグを振さ差しし 
ないでください。感電の原因となるこ 
とびあ0ます。 


0 


本機の通風孔などから、内部に金属類 
や燃えやすいをのなどを差し込んだ 
り、落とし込んだりしないでくださ 
い。火災-感電の原因となります。特 
にお子様のいるご家庭ではご注意くだ 
さし、 



本機のカバーを外したり、改造したり 
しないでください。内部には電圧の高 
い部分びあり、乂が•感電の原因とな 
りまず。内部の点検-整備-修理は販 
売店にご依頼ください。 


0 


電源コードを傷つけたり、加工した 
り、無理に曲げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、加熱したりしないで< 
ださい。コードび破損して火災.感電 
の原因となります。コードび傷んだら 
(お線の露出、断線など)、目及売店に交 
換をご巧頼ください。 


Q 


この機器を使用でさるのは曰本国内の 
みです。船舶などの直茄 (DC) 電源に 
は接続しないでください。火災の原因 
となります。 



雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プ 
ラグには触れないで<ださい。感電の 
原因となります。 


A ま意 


設置 



電源プラグは、コンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。差し込み 
び不完全ですと発熱したり、ほこりび 
付着して火災の原因となることびあり 
まず。また、電源プラグの刃に触れる 
と感電することびあります。 




電源プラグは、根元まで差し込んでち 
ゆるみびあるコンセントに接続しない 
でください。発熱して火災の原因とな 
ることびあります。販売店や電気工ま 
店にコンセントの交換を依頼してくだ 
さし、。 




ぐらついた台の上や傾いたところなど 
不安定な場所に置かないでください。 
落ちたり、倒れたりしてけびの原因と 
なることびあ0ます。 


Q 


• 本機を調理台や加湿器のそばなど油 
煙、湿気あるいはほこりのをい場所に 
置かないでください。火災-感電の原 
因となることびあります。 


A •テレビ、オーディオ機器、スピーカー 
/|\ 等に機器を接続する場合は、おのおの 

い 、 の機器の取扳説明書をよく読み、電源 

を切り、説明に従って接続してくださ 
し)。また、接続は指定のコードを使用 
して < ださい。 




本機の上に重いちのやが枠からはみ出 
るよラな大をなちのを置かないでくだ 
さい。バランスびくずれて倒れたり、 
落下してけびの原因となることびあり 
ます。 
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Q 

Q 


本機の上にテレビを置かないでくださ 
い。放熱や通風び巧げられて、火災や 
故障の原因となることびありまず。 
(取扱説明書でテレビの設置を認めて 
いる機器は除をます。） 

電源プラグを旅く時は、電源コードを 
引っ張らないで<ださい。コードび傷 
つさ火災-感電の原因となることびあ 
ります。必ずプラグを持って抜いて< 
ださい。 



• お子様びカセットテープ、ディスク挿 
入□に、手を入れないようにご注意く 
ださい。けびの原因になることびあり 
ます。 


處 


♦ 旅行などで長期間、ご使巧にならない 
時は安全のため必ず電源プラグをコン 
セントからあいてください。 


電池 


0 


電源コードを熱器具に近づけないでく 
ださい。コードの被ふくび溶けて、火 
災-感電の原因となることびありま 
す。 


處 


移動させる場合は、電源スイッチを切 
り必ず電源プラグをコンセントから抜 
を、外部の接続コードをがしてから、 
行ってください。コードび傷つさ火 
災-感電の原因となることびありま 
す。 


Q 


本機の上にテレビやオーディオ機器を 
載せたまま移動しないでください。倒 
れたり、落下してけびの原因となるこ 
とびあります。重い焉合は、持ち運び 
は2人しソ上で行ってください。 




窓を閉め切った自動車の中や直射曰光 
び当たる場所など異常に湿度び高くな 
る場所に放置しないでください。火災 
の原因となることびあります。 


0 


指定政外の電池は使用しないで<ださ 
い。また、新しい電池とちい電池を混 
ぜて使用しないでください。電地の破 
裂' 液もれにより、火災-けびや周囲 
をミち損ずる原因となることびありま 
す。 


電池を機器内に挿入する場合、極性表 
示(プラス （+) マイナス(一)の向さ）に 
注意し、表示どおりに入れてくださ 
し、間違えると電池の破梨、液もれに 
より、乂が-けびや周囲を巧損する原 
因となることびあります。 



長時間使巧しない時は、電池を取り出 
しておいて<ださい。電池から液びち 
れて火が、けび、周囲を巧損する原因 
となることびあ0まず。をし液びちれ 
た場合は、電池ケースについた液をよ 
く拭き取ってから新しい電池を入れて 
ください。また万一、ちれた液び身体 
についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


使用方ミ'去 


0 


ディスクを使用する機器の場合、ひび 
割れ、変形、または接着剤などで補修 
したディスクは使巧しないでくださ 
い。ディスクは機器内で高速回転しま 
すので、飛び散ってけびの原因となる 
ことびあります。 


0 


• レーヴーを使用している機器では、 
レーザー光源をのぞをこまないでくだ 
さい。レーザー光び目に当たると視力 
障害を起こすことびありまず。 


Q 


長時間音び歪んだ状態で使わないでく 
ださい。 スピーカーび 発熱し、火災の 
原因となることびあります。 


Q 


本機に乗ったり、ぶら下びったりしな 
いでください。特にお子様はご注意く 
ださい。倒れたり、壊れたりしてけび 
の原因になることびあります。 


Q 


電池は加熱したり分解したり、乂や水 
の中に入れないでください。電池の破 
裂、液もれにより、火が、けびの原因 
となることびあります。 


保巧•点巧 


A * 已年に一度くらいは内部の掃除を P お売 
店などにご相談ください。内部にほこ 
りびたまったまま、長い間掃除をしな 
いと火災や故障の原因となることびあ 
ります。特に湿気のをくなる梅雨期の 
前に行ラとより効果的です。なお掃除 
費用については販売店などにご相談く 
ださい。 


處 


お手入れの際はま全のために電源プラ 
グをコンセントから损いて行ってくだ 
さい。 
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• 電源の供給を完全に停止するためには、電源 
プラグ(遮断装置）を抜く必要があります。万 
一の事故に備え、本機を電源コンセントの近 
くに設置し、電源プラグ（遮断装置）に容易 
に手が届くよラに設置してください。 


• 機器本体の POWER ボタンで電源を切って 
ち、電源の供給は停止しません。電源の供給 
を完全に停止ずるためには、電源プラグ（遮 
断装置）を抜く必要があります。旅行などで 
長期間、この製品をご使用にな5ないときに 
はま全のためおず電源プラグ（遮断装置）を 
コンセントか5抜いてください。火災の原因 
となることがありまず。 


A 注意 

♦ 表示部が消えていてち電源の供給は停止しま 
せん。電源の供給を完全に停止するためには、 
電源プラグ（遮断装置）を巧く必要びありま 
す。旅行などで長期間、この製品をご使用に 
な5ないときにはま全のためおず電源プラグ 
(遮断装置）をコンセントか5巧いてくださ 
し、。义災の原因となることがあります。 


( S ) 禁止 

• 付属の電源コードはこの機器のみで使用することを目的とした専用部品でず。他の電気製品では 
ご使用になれません。他の電気製品で使用した場ち、発熱により火災•感電の原因となることが 
ありまず。また電源コードは本製品に付属のものがは使用しないでください。他の電源コード 
を使用した場台、この機器の本来の性能が出ないことや、電流容量不足による発熱か5乂災•感 
電の原因となることがありまず。 


Q 本機の放熱にごいて 

• 本機を設置ずる場台には、壁か510 cmlU 上の間隔をおいてください。また、放熱をよくずる 
ために、他の機器との間は少し離して設置してくださし、ラックなどに入れるときには、本機の 
天面か5巨 OcmlU 上、背面か610 cnU ソ上、側面か530 cmlU 上のずきまをあけてくださ 
し、。内部に熱びこもり、火災の原因となることがありまず。 
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特長 


■ クイックレスポンス 電源 回路 

本磯は低損失で八イレスポンスな電源回路を使ラことによって、プ□用オーディオ機器のエッセン 
スを取0込んだ、原音に忠実なサウンドを実現します。 


■ 左ち対称ツインモノラル構造 

本機は内部構造を左ち対称に独立させた理想的な構造です。 

■ ワイドレンジリニアサーキット 

本機は、1段増幅で必要なゲインを得るためのシンプルな電流帰還型回路です。電源リニアリティに 
優れ、出カインピーダンスび低域か5広域までフラットであるため、確かなスピーカードライブを 
実現しています。 

■ AB クラスパワー ステー ジ 

ル音量でち歪みのない優れたサウンドを実現します。 A 級動作範囲は約] W です。 


■世界最高峰のスタジオエンジニアとの共同音質チューニングの実施（協力：エアースタジオ) 



AIR STUDIOS 

MONITOR 
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準備ずる 

付属品の確認 


電池はリチウム電池に R 2 日2己）を使用します。電池はあ5かじめリモコンに挿入されているので、保 
護シートを引っ張って外してか5ご使用ください。 



ツメをちへ巧しなが5電池ホルダーを引き出ず 

リチウム電池を©、©正しく入れる 

©側び、ホルダーの上面になるよラに入れます。 


電池ホルダーをはめ込む 


リモコン. 


設置について 

A 


リチウム電池 

(CR202 己)* . 1 

: U モコンに内蔵されています 


I電源コード . 1本 



■保話書 

I取扱説明書(本書） 


放熱のため、本磯の上に物を置いた0、巧やシートなどを被せた状態でのご使用は絶対に 
おやめください。異常発熱により故障の原因となる場含びあ0ます。 

ラックなどに設置する場合は、上部に目日 cm 上空間をあけてください。 



60 cmlU 上離ず 


リモコンに電池を入れる 


本磯 


準備ずる 
























A 警告 

リチウム電池について 

• 幼児の手の届かない所に置いてください。 

• 万一飲み込んだ場合にはただちに医師と相談してください。 

•分解、火に投入、充電、加熱、八ンダ付け、シヨートはしないでください。 

• 電池を直射曰光の強いところや、炎天下の車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で使用-放置 
しないでください。電池の液われ、発熱、破裂、発火の原因になります。また、電池の性能や 
寿命び低下する事びあります。 

口注意 

• 長い間 （1 力月 U (上）使用しないときはリチウム電池の液われを防ぐためにリチウム電池を取 
り出してください。もし、液もれを起こしたときは、ケース巧についた液をよく拭き取ってか 
ら新しい U チウム電池を入れてください。 

• 不要となった U チウム電池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理して 
<ださし、。 


リモコンの 操作 節 囲 

本機を U モ]ンで操作すると讶ま、 U モ]ンをフ□ントパネルの U モ]ン信号受光部に向けてくださし、。 

• U モコン受光部との間に障害物びあったり、受光部との角度び悪いとリモコン操作ができない場 
合びあ0ます。 

• 赤か線を出す機器の近くで本機を使用した D 、赤外線を利用した他のリモコン装置を使用したり 
すると、誤動作することびあります。逆に赤が線によってコント□ー ルされる他の機器を使用時 
にこの U モコンを操作すると、その機器を誤動作させることびあります。 

• U モコンの操作可能範囲び極端に狭くなっ 
てきた5電池を交換してください。 

• 直射日光や董光巧の強い光び U モコン受光 
部に直接当たると、リモコン操作でさない 
ことびあります。そのようなときは、設置場 
所を変えたり、堂光'なを離してください。 
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続 

i 図 


機器の接続を巧う場含、あるいは変更を行う場含には、必ず電源スイッチを切り、電源コードを 
コンセントか5巧いて<ださい。電源コードは最懐に接続してくださし、。 


口 od 用 

コント□ールドック 
など 


カーシステム 
(も側） 


テープデッキ 
(または C □レコーダー） 


レコードフレーヤーに 
アース端子び付いてい 
る場合は、おず如端子 
に接続してください。 
レコードプレーヤー 


スピーカーシステム 
L (を側） 




〇 0 

曰 SoOD 




か圧 







端子はアナ□グプレーヤーなどを接続した 
場含の雑音の低減を図るためのわのです。 



iPod は朱国および他の国々で登録された Apple Computer, Inc. の商標です。 


口注意 

• PH 日 N 日端テに レコー ドプレーヤー m かの機器またはイコライヴー 
内蔵 レコ ードプレーヤーを接続しないでください。大音量を出力し、 
スピーカーなどを破損する恐れびあります。 

• ち図のように、本機の上に接続コードを曲げて放置すると、電源トラ 
ンスか5の磁界の影響によ0、スピーカーからノ \ムノイズび出る場合 
びあります。接続コードはこのよラな状態にしないでください。 



準備ずる 接続 


接 r 
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囚メモ 

• カセットデッキを設置する場所によっては、再生したとさに雑音などび発生する場合びありま 
す。これはアンプのトランスによる IJ ーケージフラックス（漏れ磁束）の霞響によるちのです。 
このよ5なときには、設置する場所を変えるか、アンプ占、5副して設置してください。 


スピーカーコー ドのつなざかた 


1線をねじる 

2 スピーカー端 テを緩め、 スピーカーコー ドを差し込む 
3 スピーカー端 テを締め付ける 



10 mm 



囚ま意 

• 公称インピーダンスが4 16 £2のスピーカーをご使用ください。 

• スピーカーと本機の®および©端子どうしを正しく接続してください。 

• 端テからコードの芯線びはみ出して、他の芯線と触れないよラにしてください。芯線どラしび 
触れていると、機器を故障させる恐れびあります。 


オーディオコードのつなざかた 

白いプラグは L (左)端テ、赤いプラグは R (ち)端テにつなざます。 
必ず、奧まで差し込んでください。 
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電源コードのつなざかた 

すべての接続び終了した日、電源コードを家庭用電源コンセント ( AC 100 V )に接続します。 


囚メモ 

• 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず主電源を切る、または電源コンセントか日電 g 
源コードを巧いておいてください。ただし、]力月程度主電源を切ったり、電源コードを抜い ^ 
た状態にしておくと、本機で設定した各種設定がリセットされますのでごミ主意くださし、。 

• 電源コードをおくときは必ず本体をスタンバイ状態にしてか5コードを巧いてくださし、。 

• 停電などで家庭用電源が遮断されてしまった場合、電源復旧後の本機の状態は!;(下のよラになりまず。 

復旧時点で POWER ボタンが日 N ^復旧前の入力や音量で復帰します。 

復旧時点で POWER ボタンび OFF ^通常の電源オフの状態になります。 

囚注意 

• 本機の電源コードは着脱式になっていますび、付属しているコード（電流容量] 2 A 、 本機側 
2 P プラグインソケット方式）政がの電源コードはご使用にな5ないでください。 


他のパイオニア製品をつないで集中コント□ールずる 

コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコン受光部を使って集中 
コント□ールすることびできます。 U モコン受光部を持たない機器や、受光部び信号を受け5れない 
ところに設置した機器も U モコン操作び巧能になります。 



接続したパイオニア機器のリモコン 

本機の U モコン受光部に向けて送信してください。 


囚メモ 

• 接続には市販のモノラルミニプラグコード（抵抗なし）をお使いください。 

• コント□ール端子の接続をする場合は、必ず市販のオーディオコードの接続わしてください。 
デジタル接続だけでは、システムコント n — ルは正しく動作しません。 


11 
























各部のなまえ 


本体後面 



① スピーカー端モの(ち)チャンネル） 
( P .9-10) 

② TAPE PLAY IN (入力 )/ REC OUT 
(出力)端モ ( P .9,16) 

③ TUNER 入力端モ ( P -9) 

④ AUX 入力端モ ( P .9) 

⑥ CD 入力端テ ( P .9) 

⑥ PHONO 用 SIGNAL GND 端モ ( P .9) 

レコードプレーヤーなどを接続した場合の音 
の低減をはかるためのちのです。安全アース 
ではありません。 


⑦ コント□—ル出力端モ 

1」モコンの信号を出力するための端子です。 
画]マークの付いた製品を接続すると、それ5 
の製品ち本機の U モコンで動かすことびでき 
ます。 （ P .11) 

⑧ PHONO 入力端モ ( P .9) 

⑨ スピーカー端モ （ L (を)チヤンネル） 
( P .9-10) 

⑩ AC IN 端モ 

電源コードを接続しまず。 


12 




































① POWER ボタン (皿 日 FF / ■日 N ) 

主電源を入れます/切0ます。電源を入れる 
とインジケーターび点口しまず。 

③ STANDBY インジケーター 

スタンバイ備機状態)中に点なします。 

感表示窓 ( P .14) 

® ダイレクトボタン/インジケーター 

ダイレクトモードのオン/オフを切り換えます。 

( P .17) 

•オン(インジケーター点な)： 

低高音部の音質調整回路やノ（ランス調整回路 
などを通さずに、入力された信号をダイレク 
卜に出力します。入力信号は通常より忠実に 
演奏されますび、低高音調整、バランスの調 
整は無効になりまず。 


• オフ(インジケーター消な)： 

低高音部の音質調整回路やバランス調整回路 
などを通した入力信号で演奏します。低高音 
調整、バランスの調整びできます。 

⑥ INPUT SELECTOR (入力切換つまみ） 

再生する機器を選択します。 

® VOLUME (音量調整つまみ） 

音量を調整しまず。 

@リモコン受光部 

「 U モコンの操作範囲」参照 ( P .8)。 

® PH 0 NES 5 好 

ヘッドホンを使巧するとをに、プラグを差し 
込みます。差し込むとスピーカーか5音は出 
な< な0ます。 


液晶表示素子 (LCD) について 

本機で使用している液晶表示素テは、温度により色び変化する性質を持っています。室温の高い 
部屋や大音量で長時間動作させた場合に色調び灰色に変化することびあ0ますび、温度び下がれ 
ば元に戻0ますのでまむしてご使用ください。 


本体刖面 

® @ (3) (4) (5) (6) 


を部のなま无 
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u モコン 



①6ボタン 

本機の電源を入れます/スタンバイ（待機状 
態）にします。 

③ VOLUME +/- ボタン 

本機の音量を調整します。 

感 MUTE ボタン 

消音します。 

© DIMMER ボタン 

フ n ントパネル表示部の明るさを3段階で切 
0 換えます。 

⑥本機の入力を切り換えます。 

• CD ボタン 

• TAPE ボタン 

• PHONO ボタン 

• TUNER ボタン 

• AUXtK タン 

⑥ TONE / BAL ボタン 
L /- ボタン 

R / +ボタン 

低音と高音の調整および左ちの音量のノ（ラン 
ス調整をしまず。 （ P .17) 

⑦ D 旧 ECT ボタン 

ダイレクトモードを設定します。 ( P .17) 


表示窓 



①高音の調整をしているときに点灯します。 

订 REBLE )( P .17) 

低音の調整をしているときに点灯します。 

( BASS )( P .17) 


感 現在のま音量レベルを表示します。 


③いろいろな情報を表示します。 
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の 


[P CD の ( り ape (II 


ll)PHONO(l) 11)TUNER d] 


I 再生ずる機器の電源を入れる 
I 本磯のむ電源を入れる 

本体前面の POWER インジケーターび点なしていること 
を確認してください。 

J 再生ずる機器に合わせて、入力を切り換える 

再生する機器を還びまず。 

(本体の場合は INPUT SELECTOR で遅びます） 

囚ま意 

• [PHONO] を逞んだときは、己秒間のミューティングび 
かかります。 


國 


B ] 


4再生ずる機器を操作して、再生を始める 
5音量を調整ずる 


操作のしかた 


再生手順 



レコードプレーャー 


チューナー 


CD プレーヤー 


テープデッキ 


iPod 用 


(または CD レコーダー）コント□—ルドックなど 


操作のしかた 


S 



^ T 薬 

J |{^ 石 - 

勤 


を部のなま无 
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録音ずる 

接続した機器を TAPE PLAY IN (入力)端子に接続した CD レコーダー、テープデッキなどで録音す 
ることびでをます。 




チューナー 


再生 



テープデッキ 
(または CD レコーダー) 


I 1再生ずる機器を選ぶ 

CiO fcl 2再生機器とテープデッキ、 CD レコーダー等を操作 

ff 1 S | して録音を始める 

h 皿 d 
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お好みの音質に調藝ずる 

音質の設定や音量の/ (ランスの調整をずる 

低音と高音の調整および左ちの音量のバランス調整をすることびでさます。 




TONE / BAL ボタンを巧して、いずれかの I ンを 
調藝ずるか左ちのバランス調整をずるかを選択ずる 

押すたびに UTF のよラに切り換わります。 


低音の調整 
( BASS ) - 


高音の調整 
一 ( TRE ) - 


左ちのバランス調整 
—— （ BAI _) -—— 


L /- ボタンまたは R /+ ボタンを巧して調整ずる 

約曰秒後に自動的に調整モードび終了します。 

• BASS 

再生する曲の低音 (Bass) の音質を調整します。 
お買い上げ時は、0に設定されています。 

一]日〜十1日の間で調整でさます。 

• TRE 

再生する曲の高音 (Treble) の音質を調整します。 
お買い上げ時は、0に設定されています。 

一] 〇〜十1日の間で調整でさます。 

• 己 AL 

左ちの音量のバランスを調整します。 

お買い上げ時は、 フラット ( FLAT ) に設定されています。 
L / ーボタンと R /+ ボタンを同時に押すと、フラット 
(FLAT) になり、表示部に FLAT び表示されます。 


囚メモ 

• □旧 ECT モードをオンにしているとさは、音質の設定はでさません。 


音を原音に忠実なまま再生する 

ステレオ音声を原音に忠実なまま高品位で再生します。オンに設定していると表示部は消灯(バック 
ライトオフ）します。お買い上げ時は、 オフに 設定されています。 


!暖订り] 


操作のしかた 


D 旧 ECT ボタンを押ず 

押ずたびにオンとオフび切り換わります。オンにすると、 
本体の D 旧 ECT インジケーターび点灯します。 
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本機のずべての設定を工場出荷時に戻ず 

設定才ール U セツトは]^处下の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで巧います。 

設定オールリセツトを行うと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態になりますので十分ごま意く 

だをい。 


1 本機の電源びオフのときに本体前面の D 旧 ECT ボ 
タンを巧しなが S POWER ボタンを巧ず 

2 フ□ントパネル表示部ににに AR?」 と表示され 
たあと、 D 旧 ECT ボタンを巧ず 
表示部に 「CLEAREDJ と表示され、すべての設定び工場 
出荷時の状態にな0ます。 



囚メモ 

• 電源コンセントか5コンセントを長時間抜いた状態にしていても、本機で設定した香種設定び 
消去されることはありません。 
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その他 

故障かな？と思った5 

故障かな？と思った5チェックしてみてください。ちょっとした操作 S スび故障と思われびちです。 
また、本機 UW +の原因ち考え5れます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器わあわ 
せてお調べください。];(下の項目に従って再度点検されてを直5ないときは、お買い上げの販売店ま 
たはおおくのサービスステーションにお問い合わせください。 


症状 

原因/巧策 

参照ページ 

電源が入5ない。 

• 電源プラグびコンセントから振けていませんか？電源プラグ 
を正しく差し込んでください。 

11 


• 電源プラグび 、 AC IN 端子から抜けていませんか？電源プ 
ラグを正しく差し込んでください。 

11 

音び出ない。 

• 接続コードが端テから外れている。または、間違えて接続さ 
れていませんか？確実に接続してください。 

• 端子や接続コードのピンプラグび巧れていませんか？端子や 
プラグの;'ちれを拭き取ってください。 

9 


• 本機の入力切換は再生している機器と合っていますか？正し 
<切0換えて<ださし、 ( CD 、 TAPE 、 PHONO 、 TUNER 、 
AUX ) 

• MUTE ボタンび日 N になってしほせんか？ OF 鬥こしてくだ 
さい。 

15 

片方の スピーカー か5 
音が出ない。 

• 接続コード传スピーカーコードの片方び外れていませんか？ 
確実に接続してください。 

9〜10 

U モコン操作びでさな 
し、。（他機器を U モコ 
ンで操作でをない） 

• U モコンに電池は入っていますか？または電池び消耗してい 
ませんか？電池の入れ方を間違えていませんか？電池を正し 
く入れてください。または新しい電池に交換してください。 

7 


• 本機と距離が離れすざていませんか？または角度が悪くあり 
ませんか？リモコンは本機との距離び約7 m 政内、前面パ 
ネルとの角度が左ちにそれぞれ 3 cr 政内で操作してくだ 
さい。 

8 


• 本機との間に障害物がありませんか？ U モコンの操作場所を 
変えるか、障害物を取り除いて操作して<ださい。 

8 


• 他磯器のシステムコント□ールコードは接続されています 
か？正しく接続してください。 

• 堂光灯などの強し、光び U モコン信号受光部に当たっていませ 
んか？ U モコン信号受光部に光び直接当た6ないようにして 
<ださい。 

11 


静電気など、外部か5の影響により本機び正常に動作しないことびあります。このようなときは、電源 
コードを一度抜いて再び差し込むことで正常動作になる場合びあります。これで解決しないときは、 
お買い上げの販売店または最寄りのサービスステーションにご相談くださし、。 


操作のしかた その他 
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保証と アフターサービス 


修理に関ずるご質問、ご相談 

裏表紙に記載の修理受付センター、またはお買い 
求めの販売店様にご相談ください。 

保証書（別添） 

保証菌ま必ず巧お売店名•購入日」などの記入を確 
かめて販売店か5受け取0、内容をよく読んで大 
切に保管してください。 


連結していたださたい巧客 

-ご住所 
-お名前 
-お電話番号 

-製品名インテグレーテッドアンプ 
-型番 A - A 日 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 


保証期間はご購入曰から]年間です。 


補修用性能部品の最ほ保有期間 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打ち切り 
乾最低8年間保有しています。性能部品とは、その 
製品の機能を維持するために必要な部品です。 

修理を巧頼されるとを 

R19 に従って調べていただき、なお異常のあると 
きは、ご使用を中止し必ず電源プラグを抜いてか 
5、お買い上げの販売店にご連絡ください。ご転 
居されたり、ご贈答品などで、お買い求めの販売 
店に修理のご依頼びできない場合は、に相談窓 
口のご案巧•修理窓口のご案内」(裏表紙)をご覧 
になり、修理受付センターにご相談ください。 


保証期間中は 

修理に隙しては、保証書をご提示ください。保証 
書に記載されている当社の保証規定に基づさ修 
理いたします。 


保証期間を過ぎているとをは 

修理すれば使用できる製品については、ご希望に 
よ0有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記のを意ま項を守ってご使用くだ 

さし、。 

1. 一般家庭用];^がでの使用（例：店舗などにおける 
巳 GM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅巧には使用 
しないでください。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フォンを接続する場合はマイク□フォンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使巧しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 


愛情点な 


の 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずすめいたします。こんな症がはありませんか？ 
. 電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 

. 電源コードにさけめやひび割れがある。 

-電気が入ったり切れたりずる。 

•本体か5異常な音、熱、臭いがする。 


_ ^ _ 

故障や事故防止のため、すぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか6抜さ、『保証 
とアフターサービス』（上記)をお読みのラえ、修理受付センター（裏表紙）に点横をご依 
頼ぐださい。 
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仕様 


■アンプ部 

実巧最大出力 

. 88 W+88 W(J 曰 TA、 1 kHz. 10 %、4 Q) 

定格出力(両チャンネレ駆動） 

. 色0 VV+ 色0 w 

(歪率日.2 %. 20 Hz-20 kHz. 4 n ) 

. 4己 VV+4 已 W 

(歪率日.2 %. 20 Hz-20 kHz、 8が 
入力端テ(感度/入カインピーダンス） 
CD'TAPE'TUNER'AUX 

. 200 mV/47 kQ 

PHONO(MM) .2.8 mV/47 kO 

PHONO 最大許容入力 
PHONO MM (高調波歪率日. 2 %、 1kHz) 

. 200 mV 

出力端子（レベル/出カインピーダンス） 

TAPE. 200 mV/1 kQ 

周波数特性(ダイレクトスイッチ日 N) 
CD'TAPE'TUNER'AUX 

. 曰 Hz- 100 kHz.-3 dB 

PH 日 NO(MM). …20 Hz 〜 20 kHz' +0.2 服 


卜ーンコント□ール 


BASS . ±]0 d 巨 （1 日0 Hz) 

TREBLE. ±]日 d 目 （10 kHz) 


SN 比 (IHFA ネットワーク、ショートサーキット、 


ダイレクトスイツチ日 N) 

CD、TAPE、TUNER、AUX(200 mV) 

. 103服 

PH0N0(MM、2.S mV). 80服 

■電源部-その他 

電源 .AC 100 V已0/日曰 Hz 

消費電力 . 170 W 

.0.6 W (待機時） 

かお寸法(幅） X 搞さ） X (契行） 

. 420 mm x 100 mm x 3 已目 mm 

本体質量 . 10.已1<呂 

■付属品 そ 

の 

U モつン . 1他 

U チウム電池に R202 已） . 1 

電源つード . 1 

保証書 . 1 

取扱説明書 


♦ 上記の仕様およびが観は改良のため予告なく 
変更することびあ0ます。 


製品のお手入れについて 

通常は、柔5かい巧でから拭きしてください。汚れびひどし''場合は已〜目倍に薄めた中性洗剤に柔 
らかい巧を浸してよく絞り、ミちれを拭き取ったあと乾いた巧で拭いてください。アルコール、シン 
ナ ー、 ベンジン、殺虫剤などび付着すると印刷、塗料などびはげることびあ0ますのでごま意くだ 
さい。また、ゴムやビニール製品を長時間触れさせることわ、キャビネットを傷めますので避けて 
ください。化学ぞラをんなどをお使いの場合は、化学ぞラきんなどに添付のま意事項をよくお読 
みくださし、お手入れの際は電源プラグをコンセントか5抜いて巧ってください。 



音のエチケット 


楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所へのおもいやりを十 
分にいたしましよう。ステレオの音量はあなたのむびけ次第で大きくもかさくも 
なります。特に静かな夜間にはかさな音でち通りやすいわのです。夜間の音楽鑑 
賞には特に気を配りましよラ。近所へ音び漏れないよラに窓を閉めたりするのち 
一つの方法です。お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 

V_ y 




























ヴービス拠点のご案内 

サービス拠点への電話は、 修理受付センター でお受けします(ミ中縄県のではが縄サービスステーシヨ 
ン)。また、認定店は不在の場含わございますので、持ち込みをご希望のお客様は 修理受付センター に 
ご確認ください。 


•化海道地区 

☆札幌サービスセンター 
祀川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 01 1-61 1-5694 
FAX 0166 -5 己-7207 
FAX 01己己- 23-77 已7 
FAX 0138 -4 曰-邑473 


受付 月〜 金9:3日〜18:00 (±.曰-巧.弊な体業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30-12:00、13:00〜18:00 (巧社が業曰は除く） 
〒〇日4-日822札幌市中巧区化2菜西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -0831 旭川市旭町1菜] T 目 438-89 
干 0S0- 日日1己帯広巿西己を南 28T 目 1-1 
干041 -08 11函館市富岡町 2- 1 8-7 


惊化地区 


受付月〜を9:30〜1江00 (± •曰-巧!•巧社体業曰は除く） 

☆掛点は，±曜ち受付日:30〜12:00、13:00〜18:0日（巧な休業日は除く） 


☆仙台ヴービスセンター 

FAX 

022-37 己- 4996 

〒日 81-3121 

仙台市泉区上谷刈 6-10-26 

山形サービス認定店 

FAX 

023-61 己- 1627 

干9呂〇 -0023 

山形市松波 1-8- 17 

郡山ヴービス認定店 

FAX 

024-991-7466 

干 963-8861 

郡山市鶴見坦1 -9-25 クレールアヴIニユー伊藤第2ビル1 F D 号 

盛岡サービスステーシヨン 

FAX 

019 -巨 5 白- 189 巳 

干020 -0051 

盛岡市下太田下り1原1己 3-1 

青巧サービス認定店 

FAX 

0] 7-73 己-243扫 

干030 -0821 

青森巿お田 2-16- 10 

八戸サービス認定店 

FAX 

0178-44-3351 

干 031-0S02 

市ル中毁 4-3-34 

秋田サービス認定店 

FAX 

018-869-7401 

干010 -0802 

秋田市が地川字梶の目 346- 1 


•ま京都内 

世田谷ヴービスステーシヨン 
北東京サービスステーション 
を摩ヴービスステーシヨン 


FAX 03-3419-4234 
FAX 03-3944-7800 
FAX 042-524 -己947 


受付月〜± 9:30〜1江00 ( 曰•巧! •巧な体業曰は除く） 

干 1巳日-日日32世田谷区巧お4-呂己-白 
干 170-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第 H ス保ビル 1F 
干1目 0-0003 立川市栄巧 4-18-1 ェクセ J レ立川 1F 


♦関東*甲信越地区 

新漏サービスステーション 
佐渡サービス指定店横山電搪商会 
なモ葉サービスセンター 
が戸ヴービス認定店 
つくばサービス認定店 
☆巧玉サービスセンター 
り瞄ヴービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
公•巧奈川サービスセンター 
横お化サービス認定店 
巧奈川西ヴービス認定店 
=宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野ヴービス認定店 
甲巧ヴービス認定店 


FAX 

02 己- 241-1879 

FAX 

02 已 9-63-3400 

FAX 

043-207-2555 

FAX 

029-248-130 日 

FAX 

0298 -已 8-13 白 9 

FAX 

0斗 8-6 已 1-8030 

FAX 

049-233-6581 

FAX 

028-6 己 7-5882 

FAX 

0270 -22-1 8已9 

FAX 

0斗己- 943-3788 

FAX 

04己- 943-3 ■) 己5 

FAX 

046-231-1209 

FAX 

04994-己-124己 

FAX 

02扫 3-48-0 己7己 

FAX 

026-22 白-己2已〇 

FAX 

〇已已 -228-8003 


受付月一金日:30~1日:00 (±•曰-巧•巧社体業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00, 13:00-18:00 (巧社休業日は除く） 

干9己 0-091 3新煽市證 1- 已 -23 

〒目 52-1 209佐渡市金井抑千種11己 8-1 

干2色 3-00 14千葉市稲毛区作草部忙 n 369-1 椎の実ノバツ1 F 

〒31 0-0844 水戸市住吉 BJ307-4 

干30日-0045つくば市梅園 2-2-6 

〒331-0812さいたま市北区き原 KM- 310 -1 

〒3巳 0-0804 川越市下広谷1128-リ 

干32 1-09 12宇都宮巿石井町 3373-1 

〒372-08日1伊勢崎巿宮子巧1 191-17 パサージュ808伊勢崎101号 
干 224-0 日37横お市都巧区をヶ崎南 2-18-1 ベルデュールをヶ崎 
干 224-0036 横浜巿都筑区勝。南 1-1 目-17 
干 243-0422 海を名巿中新田 4-10- 日3や山ビル 1F 
〒100 - 12リミ宅村大ぞ坪田 

干3目 0-0852 松、本市大宇島立180-己バイオニア松本拠点 1F 
干 380-093 己長野市中御所 1-24 
干400 -0035 甲府市飯田 4-9- 14 


♦中部地区 


☆を古屋サービスセンター 

FAX 

0 己 2 -巳 32-1148 

岡崎サービス認定店 

FAX 

〇已扫 4-33-7080 

津サービス認定店 

FAX 

059-213-6712 

岐阜ヴ■ビス認定店 

FAX 

0 己 8-274 -己 2 己 6 

静岡ヴービスステーション 

FAX 

〇已 4-237 -己6白1 

沼津ヴービス認定店 

FAX 

0己己-9巨 7-S4 已已 

お松サービス認定ち 

FAX 

053-422-1401 

をおサービスステーション 

FAX 

07色-2己 9-47 已8 

富山ヴービス認定店 

FAX 

076 -42 己-3027 

福井ヴービス認定店 

FAX 

0776-27-1 7己8 


受付月〜金目:30〜18:00 (±•曰-お-弊な体業曰は除 <) 

☆拠点は、±曜6受付目:30〜1吕:00、 13:00-18:00 (巧社休業日は除 <) 

〒4已 1-0063 名古屋巿西区巧切 2-8- 18 

干 444-093 1岡崎市大巧 BJ 宇荒田 36- 1大巧ビレッジ己 - 1 

〒已1 4-0821 ミ睾市垂水已22-己 

〒日00 -83 已6岐阜市六条江東 1-1-3 

干 422-8034 静岡市駿巧区高松 1-6 -已 

〒4 10-087 日沼ま市化今沢 12-7 

〒斗3己-0042おお市橋ヶ源田了41巳ビラでデルナ己号 

干 920-03 巨2金ミ尺市古お1下目178 

〒939-8211富山市二口の 1-7-1 

〒引 0-0001 福井市大願寺3-已 -9 
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参関西お区 


☆大聰サービスセンター 

FAX 

06-6310-9120 

大阪化サービス認定店 

FAX 

06-6453-5666 

大阪南サービス認定店 

FAX 

0722-7 已 -262 己 

神戸サービス認定店 

FAX 

曰 78-2 色己-0832 

姫路ヴービス認定店 

FAX 

0792-已 1-2 已已6 

巧歌山サービス認定店 

FAX 

0734 -46-3026 

京都ヴービス認定店 

FAX 

07己-3已 2-2 已88 

奈良サービス認定店 

FAX 

0742-36-8713 

福知山サービス認定店 

FAX 

0773 -24 -己37己 


受巧月〜金9:30〜18:00 (±•曰-お•辉社が業日はおく） 

☆视点は、±曜6受付9:30〜 12:00. 13:00-18:00 (弊巧休業曰は除く） 

〒己 64-00 巳2吹田市広忌 B7 己-8 

干53 1-0076 大阪市化区大淀中 3-9-4 

〒已 93-8322 巧市西区ま义野巧 1-8-1 己□-スマンション 1F 

〒巨51 -0093 巧戸市中央区二富町1 T 目1 0- 1□— レルニ宮ノースアベニュー 1 F 

干67 1-0224 姫路市別巧巧佐 ±4-2 

〒巨4 1-0021 和歌山巿和歌巧東 3-1-2 巳 

〒日00 -8322 京都市下京区西洞院通五条東南角ル柳巧已 13-2 五条义保田ビル 1F 
〒巨 30-8 132奈良市大森西の2 1-26 
干620 -00 己巳福知山市搞尾巧町 2-74 カマ A チマンション 


♦中国-四国巧区 


☆広島サービスセンター 

FAX 

082 -2 斗 8-9939 

岡山ヴービス認定店 

FAX 

086-244-8748 

化江ヴービス認定店 

FAX 

08 己 2-22-777 白 

福山サービス認定店 

FAX 

0849-31-2791 

鳥取ヴービス認定店 

FAX 

08 己 7-29-1290 

徳山ヴービス認定店 

FAX 

0834-33-5759 

高のサービスステーシヨン 

FAX 

087 -861-4841 

徳島ヴービス認定店 

FAX 

088-669-607 巨 

高知ヴービス認定店 

FAX 

088 -802-3321 

お山ヴービス認定店 

FAX 

089-9 己！-邑270 


受付月〜金9:30〜18:00 (±•曰-?兄•巧な化業曰は除く） 

☆视おは，±曜ち受巧9:30〜12:00, 13:00-18:00 (巧社体業曰は除く） 

〒730 -0041 広島市中区ル町 2-3 日第二有楽ビル1 F 
干700 -097 己岡山市今 8-1 己-21 
〒日9日-0017松江市西ま田 4-5-40 (有）テクピット巧 
干 720-081 已福山ホ野上町 3-12-9 
干 680-0061 鳥取市立 J I旧了己-2斗 0- 1 
千 745-000 目周南市な皇巧 3- 11森広事務所 1F 
干76日-0078富松市今里巧1 -16-1 

干 770-8023 德島巿勝占町中須目 2-1 大松ジョ U 力地下1階103号 
〒780 -00 已1高知市愛君町 3-12- 13晃栄ビ J レ1 F 
干 791-8067 化山市古兰ま曰- 10-3 己商船、ビ J レ1 F 


参九州巧区 

☆福岡サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本ヴービス認定店 
大分サービス認定店 
鹿巧島ヴービスステーシヨン 
宮崎サービス認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

日 93 -白 41-83 己 4 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

09 己- 8 斗 9-460 巨 

FAX 

09己-33 1-3323 

FAX 

097-5 巳 1-204 白 

FAX 

099-224-7692 

FAX 

098己- 27-3 13巨 


受付月〜金 9:30-18:00 (±•曰’？兄•巧社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜6き付 9:30-12:00. 13:00-18:00 (弊な体業曰は除く） 
〒呂 12-001 日福岡市博を区おを駅南 2-12-3 
T802-0044 化九州市ル倉化区熊本 1T 目 g-4 植田ビル IF 
〒812-000日福岡市博を区上牟田 2-6-7 
干8己 2-8145 長崎市昭和 1T 目 12-10 ク U スタル八イツ平野 
干 862-0918 熊本市な立己 了 目 14-1 7 
〒87曰-0921大分市热原 3-23-15 曰商ビル1日1 
干 892-0841 鹿巧島市照国® J3-21 第二大見ビル2 F 
〒 880-0 呂21宮崎市巧城町白 8-1 


•沖縄県 

沖縄サービスステーション 


TEL 098-879-1910 
FAX 09弓- 879- 13己2 


受巧月〜金9:30〜18:00 (±•曰•お•巧社休業日は除く） 

〒目日1 -2 122 '浦添市势理客4- 18-1 トヨタマイカーセンタ ー3 F 


平な18年7月現在 


記載内容は.予告なく変更さはていただくことびあ D ますので予めご了承<だでい， 
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の 

他 
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< 各窓口へのお問い合わせの時のごミ主意 > 

市外局番「日日7日」で始まるフ U - フ オン 及び「012日」で始まる画フ U - ダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などか6は、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利巧可能でずび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買いまめの販売店様へ 
お問いをわせ <ださい。 

商品についてのごホ目談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請巧について 

カスタマーサボートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜日:3日〜18:0日、±匯-曰曜-祝曰日:3日〜12:日日、13:日日〜17:00 (興社休業曰は隙く） 


お0070 -800-8181-22 
03 — 3490— 己718 


I 一般電話 03-5496-2986 


http :// pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご票内-お客様登録など 


♦家庭用オーディオ/ビジュアル商品 
■ファックス 

■インターネットホームページ 


修理窓□①ご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラか 
ご確認ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰⑤故障症がを具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 

参お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場含 


修理受付センター 



受付時間月曜〜金曜日:30〜1日:0日、 

±曜.日曜-祝日日:30〜1吕:〇日、 13:00-18:00 

(牌社休業日は除く） 

■電話 

^01吕 0- 曰一8102扫 国一般電話 

03—已4白白一呂〇呂3 

■ファックス 

画012曰-日-8102白 


■インターネットホームページ 

http :// pioneer . jp / support / repair.html 



※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭庙オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

ミ中縄サービスステーション（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜日:30〜1汪〇〇 

(±躍-曰お-祝曰-弊社休業曰は隙 <) 


■—般電話 

0白8 — 87目一1白10 


■ファックス 

0白8 — 87目一13已2 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受をセンター 

晋巧時間月曜〜金曜日:30〜1泣00、 

±曜■日曜 ■ 祝日日:3日〜12:00、 

13:00〜1狂00 (興社休業曰は除 <) 

■電話 

^日120—己一810白己 

画一般:電目ま 0538-43-1 161 

■ファックス 

^日120—己一日10日己 



平成 18 年 7 月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことがありますので予めご了承ください。 


JIS C 6100日- 3-2 適合品 


D 50-5-10-1_ A_Ja 


J に C 目1000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性 
-第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流び 20 A しソ下の機器)」に基づを、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


© 2006 ； くイオニア株式会社禁無断商載 


イオニア株式会社 


顽1已 3-8 巨54東京都目黒区目黒 1 T 目4番1号 

<5707-00000-014-0> 













